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「モー トン・ホール」 (“ MOrton Hall",1853)は 研

究家がさほど注目しない短編小説であるが,ギャスケ

ル (Elizabeth Gaskell)は “the best of all my small

tales"(F“ r′乃ιr Lι′′ιだ 134)の六篇のうちにこの作品

を入れている。彼女がこの作品が気に入つている理由

は,なぜ飢えている叔母と甥の物語を書いたのかとい

うハサー トン (Lady Hatherton)か らの問いに答えた

手紙から推測できそうだ。

この手紙でギヤスケルは,「モー トン・ホール」の

物語はブロンテ家の召使で九三歳のタビサ・エイクロ

イド (Tabitha Aykroyd)が 書いた文に依拠していると

告白している。タビサが娘のころ,ハ ワースに財産の

ある未婚の女がいて,青いサテインのガウンを着て贅

沢な四輪馬車を乗り回していたが,ギャンブルで財産

を失った甥に頼まれて金を貸し,二人とも無一文にな

って行方不明になり,邸は崩れ落ちてしまった。村人

たちは彼らが飢え死にしたと噂していたが,あ るとき

甥が金に換えられそうな古い皿を持って地主を訪れ ,

叔母を埋葬するための資金がほしいと言った。この話

についてギャスケルは, “The`bluc satin gown'and the

`clemΠ ling to death' were a striking contrast, were they

not?"(Fu■ her Letters 105)と 書いている。彼女は,

この「著 しい対照」 (“ sriking contrast")を 活用 した

短編小説を書こうと決めたのである。

十九世紀には中産・下層階級に読者層が広がり,定

期刊行物に掲載される娯楽的な読み物の需要がふえ

た。これ についてバ シガルポ (Marie Bacigalupo)

は, “sentiment and sensation became fictional decider as

the periodical press appealed to a late wave of jaded ro―

manticism."(Bacigalupo 172)と 説明 している。ギ ャ
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スケルが中・短編小説で “exciting incidents"を 語る

のはこうした時代の影響だといわれるが,「モー トン

・ホール」はこの影響が著しい作品である。

ギャスケルはタビサの文に「著しい対照」を感じた

と書いているが,「モー トン・ホール」には「栄華」

と「餓死」の他にも,王党派と清教徒,村落と都市ロ

ンドン,今 と昔など,さ まざまな「対照」がある。研

究家たちがこの作品を重視しないのは,こ とによると

作者がコントラストの効果を意図して三つの話を無理

につなぎ合わせたため,全体の統一を損なう結果にな

っているからだろう。

華美なガウンと餓死との対照はだれにも「減び」,

しかも繁栄からの急激な減亡の比喩ととれる。実際に

ギャスケルは,清教徒革命によるモー トン家の衰亡を

始め,清教徒カー父娘,お よびその後モートン 0ホ ー

ルを継いだ二つの家族という歴代四家族の「減び」を

語っている。しかし読者は,いずれの物語にも運命の

悲惨な進展に興味はひかれるが,「滅び」にともなう

哀切さはさほど感じない。それは,彼 らが死ぬ日まで

虚栄心をもち続けているからである。そしてこの虚栄

心の根源はモー トン・ホールにあり,こ の邸に住んで

いることが彼らに災いするのである。このような意味

で,こ れは名門意識にとらわれることを戒めた短編小

説だと言える。アナベラ (Annabella)は 家族の名門

意識のために愛による結婚が果たせなかった犠牲者で

あるから,ま たコーデリア (Cordelia)は ,自 分はモ

ー トン家に属 していないという自覚をもっているか

ら,死を免れる。

(2)

サー・ジョン (Sir John)は , しばらくこの邸に住

んでいた清教徒リチヤー ド・カー (Richard Car)の
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娘アリスをみて “She was a beautiful woman to be

tamed,and made to his beck and call."(MH 172)だ と

見抜き,従順な彼女と結婚すれば,彼女の所有する邸

を難なく自分のものにできると判断する。またジョン

は騎馬兵をつれて邸へ帰ってくる際に,ア リスが精神

異常者であると言いふらしておき,彼女に異様な衣装

を着せて馬に乗せ,村人の衆目にさらすことによつ

て,自 分の行為を正当に見せかける。アリスは夫を恨

んで,モ ー トン家の家系の者は死に絶え,邸 は倒壊

し,そ の後には「小商人風情」 (“ peddlers"MH 177)

が住むことになると宣告し,苦悩の末に精神異常にな

って荒野で行き倒れて凍死する。ジョンの無情な性格

や,ア リスの激しい苦悩による精神異常の描写など,

ゴシック・ロマンスを思わせるところが多くある。

ギャスケルがこのような作風の短篇小説を書いたの

は,前述のように当時の読者層の好みに応えるためだ

ったと考えられるが,作者に内在する無意識的な理由

として, マリアンヌ・カミュ (Marianne Camus)が述

べている「女に特有な歴史観」に注目すべきだろう。

カミュによれば,男 と女では歴史観がちがう。彼女の

論を大胆に要約すれば,男 にとって,歴史は社会を進

展させてきた事象が線的に連続している「過去」であ

る。いっぽう女にとつて歴史とは,幼いころに母や祖

母の膝のうえで聞いた「お話」である。これは女親か

ら娘へと循環していく「時」であり,繰 り返しである

から,「現在」も古い時代に停滞 したままである。カ

ミュは,女のこのような歴史観について,“ As to the

present, it is heavy with the weight of a past which one

could caH archaic, on the fringe of History, a past which

is in fact the collective memory of the inevitable phases

of human life.This is the past that pemeates Gaskell's

stories."(Camus 175-6)と 述べ てい る。 これ はギ ヤス

ケルの懐古的な傾向についての的確な説明になってい

る。このような歴史観,あ るいはむしろ歴史感覚 と呼

ぶべ きものは,ギ ャスケルの中・短編小説の女性の語

り手に共通 して認められる。女性の懐古談には,男ヘ

の隷従のもとで鬱積 してきた悔 しさがこもっている。

だから,彼女たちの 〈思い込み〉が現代の私たちには

迷信に近いように感 じ取れるにしても,カ ミュはそこ

に経験による知恵があるとしたうえで,“They(Such

examples of popular wisdom)express an understanding

and intuition of psychological in■ uence which we an ac_

cept today,dressed as they are in learned names."(Camus

176)と いう見解 を述べている。彼女は,女 に特有の

歴史感覚がこのような知恵を醸成 したと考えている。

「モートン・ホール」の語り手ブリジェット (Bridget)

は,男性とは違ったこの歴史感覚で語つている。この

ように考えると,カ ミュは,こ れまでは懐古趣味とし

て批判的な目で見られがちであったこれら一連の短編

小説への再評価を促していることになる。

ギャスケルは意図していなかっただろうけれども,

当時の女たちの潜在意識の一面を私たちに提示してい

るのである。

(3)

この作品は,革命以前のモー トン家の小作人の娘で

あるブリジェットが清教徒革命以降の三代にわたる居

住者たちについての回想を語るという形式である。た

だし彼女の子ども時代のサー・ジョンとアリスのこと

などは,モートン家の家政婦であったミセス・ ドーソ

ン (Mrs.Dawson)か らきいたことをブリジェットが

語るという形式になっている。

モートン・ホールには,清教徒革命によってほんの

しばらく清教徒のリチャー ド・カーとその娘であるア

リスが住む時期を除いて,モートン家系の人たちが住

む。作品は三代の家族の三つのエピソードから成り立

っているが,その全体のなかで結婚を望む女性が四人

登場 し,そのうちの二人が結婚し二人は諦める。一人

目のアリスはジョンとの初対面の際に彼を愛したとミ

セス・ドーソンは語るが,なぜ愛したかという説明は

していない。王政復古後,清教徒たちは土地を追われ

ていたため,ア リスも邸を引き渡さねばならなかっ

た。しかし,王党派のジョンと結婚すれば,引渡しを

逃れることができると考えた。要するにアリスは,清

教徒革命の際に買った邸に亡父が愛着をもっていたの

で,それを他人に渡したくないためにジョンと結婚し

たのである。 ミセス・ドーソンはモートン家の元家政

婦であるから,終始ジョンに好意的な判断をして語つ

ていると推測しなけれ|ゴならない。彼女はロンドンの

宮廷でジヨンが不貞を犯すのは,彼が結婚してくれた

ことについてアリスが感謝を示さなかったからだと語

って,罪 を彼女に負わせている。これは元家政婦の ,

モー トン家への忠実さにもとづく偏見であろう。けれ

ども,ア リスにとつて亡父が「この世でただ一人の ,

真の愛人であり友達であった」(“ the only true lover and

friend shc had ever had on eanh"MH 174)と いうのは

真実であり,彼女はモートン・ホールに住み続けるた

めに打算的な結婚をしたのである。

二人目のミス・フイリス (Miss Phillis)は ,兄の家
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事手伝いを続けるために結婚をあきらめる。三人目の

アナベラは美貌であったために母と姉たちから家柄や

財力のある男と結婚するように期待をかけられ,恋人

との結婚を断念しなければならなかった。四人目のコ

ーデリア (Cordelia)だ けが,自 由で幸せな結婚をす

る。

最初のアリスの打算的な結婚と結末のコーデリアの

愛による結婚とが対照的に語られていて,こ れも「著

しい対照」だと言えよう。後者の幸福の証として彼女

は女の子を生む。これら二つの結婚話の間に挟まれる

ようにして語られているミス・フィリスとアナベラ

は,結婚はしないが,作者の結婚観を考えるうえでは

無視できない。家事や家族の介護役を果たすために結

婚をあきらめる話はギヤスケルの他の短編小説にも登

場するが,ア ナベラが家族の名門意識の犠牲になった

点には注目すべきである。

ブリジェットと妹のエセリンダ (Etherinda)も ,名

門意識をもっている。エセリンダはコーデリアの婚約

者の先祖がモートン・ホールに住んでいたことがある

と聞いたときに,“Has he got ancestors?That's one good

point about hiln, at any rate. I didn't know cotton―

spinners had ancestors."(MH 202)と 言う。婚約者ヘ

の親近感を語っているのではあるが「紡績商人にご先

祖があるとは知らなかったわ」ということで,エセリ

ンダは思いがけず名門意識を暴露してしまっている。

(4)

アリスの父はモー トン・ホールに住むようになって

間もなく死亡する。次の物語のミス・フイリスは三十

過ぎで父と死別する。ジェネラル・モー トン (General

Mo■on)は ロンドンで生活しているために,モートン

・ホールで幼いコーデリアが二人の叔母たちから偏っ

た教育を受けていることに気がつかない。三つの物語

の共通点は,頼 りになる保護者が東の間しか顔を出さ

ないか,死んでしまうかだということである。これが

扶養を必要とする人物たち,具体的にはアリス, ミス

・フイリスおよびコーデリアに共通する不幸の原因で

ある。

スクワイア・モートン (squire MO■ on)の没後,世

継ぎであるジョンは叔母のミス・フイリスを頼 りにす

ることになるが,同居している独身の叔母は,一般の

概念では家族ではなく親族にすぎない。この叔母と甥

とは深い愛情によって家族として生活するが,二 人と

も生活力は皆無である。この二人と対照的に,次の代
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のジェネラル・モー トンの姉妹は経済的には心配がな

いけれど,仲 はよくない。′亡ヽの優 しいアナベラは,打

算的な結婚に応 じなかったために姉のソフロニア

(Sophronia)と 妹の ドロシー (Dorothy)か ら酷い扱い

を受けている。家族内では弱い立場にいるが,印度で

亡 くなった妹ジェーン (Jane)の 遺児であるコーデリ

アを可愛がる。コーデリアが理不尽な二人の叔母たち

のことをロンドンにいる保護者の叔父に訴えようとす

るが,ブ リジェットが諌め,先代のミス・フイリスが

苦境で我慢強かったことを話してきかせたので,コ ー

デリアは子どもながら賢明に判断し,おそらくは家族

関係が破綻することを危惧して叔父に訴えることを諦

める。もし彼女が実情を訴えていたら,結果的にはコ

ーデリアとアナベラは別居を余儀なくされ,先代のジ

ョンとミス・フイリスのように飢餓の危険にさらされ

る運命となったかもしれない。コーデリアはその後も

モー トン・ホールでつらい境遇に耐えながら,成長 し

ていく。この苦しい成長の過程で,カ ミュが言う女に

特有の歴史感覚がコーデリアに浸透していったとすれ

ば,それは,幼い彼女を膝に乗せて育てた母や,結婚

問題で家族の犠牲になってしまったアナベラを通して

であろう。

この短編小説で語られている幾つかの家族には,家

長が不在であること,家族のなかで弱い立場の者が優

しいこと,無力な家族構成員同士が助け合うことなど

の共通点がある。もっとも,経済的に恵まれない者の

間で家族的な愛情が醸成されるのは,ギヤスケルの筋

立ての常道ではある。

語 り手のブリジェットは,ス クワイア・モー トンの

十歳の虐、子が,昔アリスと結婚して若死にしたジヨン

と同じ名前であるのを不吉だと感じ,“ I used to wish

he might not bear that ill―omened name."(MH 178)と

語る。また上述のようにブリジェットは, ミス・フイ

リスのことをコーデリアに話してきかせる。ギャスケ

ルはミス・フイリスとジヨンとの叔母 0甥の関係とア

ナベラとコーデリアとの叔母・姪の関係という二組の

三親等間の愛情を繰 り返して語ることによつて物語の

構成をパターン化し,家族感情は親子間に限らず,家

族のなかで脇役にすぎない構成員の間でも醸成される

ことを訴えようとしているのである。四人姉妹のうち

で,優 しいアナベラと末妹のジェーン (Jane)の 遺児

コーデリアだけが死なないで,コ ーデリアが結婚する

とアナベラも同居 して幸せな家族の一員となる点に

も,血縁にこだわらないという作者の家族観がうかが

える。
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姪を愛するアナベラやコーデリアを諌めるブリジェ

ットには,「理性」というよりもむしろ「分別」と言

うべき思慮深さがある。男なら単純に理屈で判断し,

利害に傾 くことだろう。この「分別」は女たちが男ヘ

の隷従のもとで蓄えてきた叡智であり,カ ミュがいう

「女に特有の歴史観」と重なり合うように思える。

男性や地位のある女性が自分の一存でことを決めて

しまうと,弱い立場にいる女性は沈黙を強いられ,強

者の単純な理屈に従うより他に方法はない。彼女たち

は強者の方針の枠内で思慮を働かせて,破局を回避す

る秘かな努力をしなければならない。

このような厳しい境遇の女性たちの間では,黙従を

強いられているなかで深い共感が醸成される。無力で

あることを自覚している人に,同 じく無力な人がさし

延べる救いは,受ける側には大きな支えになる。そこ

には,強者が弱者に差し延べる救いにはない深い感情
の交流があるからだ。アナベラは,姉たちの監視を気

にしてコーデリアに話しかけることさえ控えなければ

ならなかったかもしれないが,コ ーデリアにとっての

大きな支えであった。この共感ゆえに,た とえ窮境を

脱することはできないとしても,耐えきることはでき

る。彼女たちは理知的ではないから,過酷な境遇に耐

える手段として理屈に合わないジンクスや迷信をつく

りあげるだろうし,ブ リジェットのように自分を低い

身分だとみる固定観念に甘んじているだろうが,つ ら

い経験のなかで,直感的な予測の能力をたくわえてい

く。このような処世観はヴイクトリア朝時代において

さえ,す でに時代お くれなものであったかもしれな

い。けれども,苦境に耐えて時期の到来を待つアナベ

ラやコーデリアは,聡明な弱者である。

(5)

モー トン・ホールは,名門意識の象徴である。モー

トン・ホールに住む者は,名門意識による虚栄心のゆ

えに正常な生活から逸脱していく。清教徒であるリチ

ャー ド・カーでさえ,革命の恩恵でこの邸に住めるこ

とを誇 りとした。アリスに関する “_。 ■was a great

honour for her father's daughter to be wedded to a Mor―

ton."(MH 173)と いうのは,語っているのがモー ト

ン家びいきの ドーソンであるから,ジ ョンの側に傾い

た意見であるという点を割引いても,ア リスにも名門

意識があったことが推測できる。

ミス・フィリスは,殊に名門意識が強かった。彼女

とジョンは小舎の裏の空き地で野菜を栽培し,辛 うじ
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て食料を得ている。その肥料にするために路上の馬糞

を拾うが,家柄の誇 りを捨てきることができないか

ら,人目を避けるために夜明け前に拾い集める。また

この野菜づくりについてミス・フィリスは,ジ ョンが

農業に興味をもち,栽培の実験をしているのだとブリ

ジェットに話す。叔母と甥が名門意識にとらわれてい

るこの姿は,滑稽で哀しい。二人が飢餓に瀕している

のを見かねて,ブ リジェットはある日の夜明けに二人

が住む小舎の入り口に鶏卵を置いておく。けれども,

翌朝早くブリジェットは卵が小舎のまえの路上に投げ

捨てられているのを見る。

けれども,やがて露命をつなぐために虚栄を捨てな

ければならなくなる。ある日ミス・フィリスは,ブ リ

ジェット姉妹の小舎へ食べ物を乞いにくる。最後には

ミス・フィリスが甥のために食物を乞い,彼よりも先

に餓死する。ここには,甥 に対する叔母の家族愛の強

さが窺える。

ギャスケルは三つ目のエピソードで,モ ートン姉妹

によって名門意識への偏執を時代錯誤として戯画的に

描いている。三人三様の生活の絵模様は,名 門意識の

影響によって決まっている。 ドロシーは,姉の葬式を

派手にやりたいと思い,ブ リジェットに頼んで村人た

ちに参列してくれるよう声をかけてもらうが,二十人

ばかりがやってきただけで,そのなかには報酬を要求

する者さえいた。やがて ドロシーはこの邸内で死ぬ最

後の人として世を去る。モー トン・ホールの三代にわ

たる継承者たちは,ア ナベラとコーデリアを除いて,

すべて邸内か ドランブル (Drumble)の 村で死ぬ。

インドで死亡したコーデリアの両親はモー トン・ホ

ールでの居住経験がなかったから名門意識にとらわれ

ずにすんだのであり,コ ーデリアはその遺児であるか

らモー トン・ホールの 〈呪い〉,具体的には清教徒の

アリスの宣告を免れたのだと解釈できる。

(6)

モー トン・ホールの家屋は,居住者が変わるごとに

模様替えされる。これは,時代の移 り変わ りを読者に

印象づける。ブリジェットとエセリンダは,ジ ェネラ

ル 0モ ー トンがモー トン・ホールの所有者になったと

きに邸内の模様替えをして しまったのをみて失望 した

が,新 しい住民 となるモー トン家三姉妹について,エ
セリンダは姉に “A■er all,these three ladies are Mor―

tonso We must not forget that: we must go and pay our

duty to them as soon as they have appeared in church."
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(MH 190)と ,モー トン家への忠誠を語る。しかし最

後には,コ ーデリアと結婚したマーマデューク 0カ ー

(Marlnaduke CaOがモー トン・ホールを壊 して CaI

Streetと いう道路にしてしまう。

コーデリアがエセリンダから小遣いにもらった六シ

リングで村の女の子を買収して遊びの仲間に入れても

らっているのをみて,語 り手のブリジェットがモート

ン家の子が下賤な子 と遊ぶのはよくないと注意する

と,コ ーデリアは「私はマニステイ家の子よ !」 (“ But

l am a Mannisty,ma'am!"MH 195)と 反駁する。こ

れは,自 分がモートン家の子ではなく,亡 くなった両

親であるマニスティ (Mannisty)家の子だという宣言

である。また,女の子にお金を与えたことに関しては

「私の意志で彼女にあげたのよ」“I gave it to her quite

of my own self."(195-6)と 言って,自 分の行為への

干渉を拒む。この少女が,モ ートン家の家系の人とし

ては名門意識にとらわれない初めての人物である。少

女によるこの名門意識否定の宣言が,二人の叔母たち

の反面教育の結果であるのは皮肉でおもしろい。

モートン 0ホ ールを買った工場主のカーは,清教徒

革命の時代にこの屋敷を買ったカーの子孫である。彼

がモートン家のコーデリアと結婚することによって二

つの家系が一体化し,新 しい家系が誕生する。古い貴

族主義と新しい中産階級意識とが和解するこの幸福な

結末は,新旧の調和という作者の価値観を暗示してい

る。ブリジェットはコーデリアが生んだ女の子を夫の

カーがフイリスと名づけたことを喜び,“ Phillis Cad

l am glad he did not take the name of Morton, I like to

keep the name of Phillis Morton in my memory very still

and unspoken."(MH 203)と 語る。ブリジェットは名

門意識を捨てきってしまってはいないけれども,新 し

い家系にはアリスによる呪いが及ばないことを感じて

安ノとヽしているという推測はできそうだ。

(7)

貴族や富豪の家系を歴史的に追う物語は,衰亡ある

いは滅亡で終わるというのが定型である。だから,本

章の初めに紹介した「青いサテインのガウン」と「餓

死」との「著 しい対照」 (“ striking contrast")は ,読

者に悲劇的な物語展開を予想させる。「モートン・ホ

ール」の結末も,邸に関する限りはいま述べたように

取り壊されるから「定型」通りである。けれども,ア

リスの呪いがモートン家のミス・フィリスと甥を餓死

させたことによって帳消しになるという筋書きにより

〈女の怨念〉が強調して語られているから,叔母と甥

による貴族の衰亡という「定型」の印象は薄らいでし

まう結果になっている。家系に関しては,カ ー家とモ

ートン家とが婚姻によって融和するという幸福な結末

になっているから,こ の点でも「定型」をはみ出して

いる。

ブリジェットの先祖は, ドランブルの地で三百年以

上も昔からモー トン家の借地人として生活してきた。

清教徒革命以前に同家の借地人の家族の娘だつた彼女

たち姉妹は,王政復古後に移り住んでくるモートン・

ホールの居住者たちが,自 分たちの先祖が仕えたモー

トン家とは遠縁 (“ distant cousin")に すぎないのに,

彼らに対して非常に忠実である。彼女たちは餓死寸前

のジョン・マーマデュークにさえ礼儀正しく臨み, ミ

ス・フイリスとジヨンの死後はホールの荒れ果てた花

園の除草作業に精を出す。またミス・ソフロニアがお

茶に招待してくれたときには,その光栄を村人たちに

見せびらかしたいと思う。こういう身分意識を作者が

どの程度まで肯定していたのかはともかくとして,ブ

リジェットの忠実さが名門意識によるものであるとす

れば,モ ー トン家の家系のコーデリアが清教徒の商人

と結婚することを彼女が喜び,モ ートン・ホールが取

り壊されたことについての悲しみを感じないか,あ る

いは悲しむことを忘れてしまっているようなのは不自

然である。けれどもこれを矛盾と感じるのは,今日で

は廃れてしまった非科学的な歴史観,カ ミュが注目を

促している「女性の時間としての循環的な時間」(“ the

idea of cyclical time as the time of women"Camus 175)

が私たちには理解できないからだという解釈が成 り立

つのではないか。この循環的な時間の観念を内在して

いるブリジェットや作者のギャスケルの女性特有の情

緒的な生活感には,矛盾が矛盾として認識されずに共

存できたと考えてよさそうに思える。

(8)

女性 の語 り手が過去 に親 しくして きた人の ことを懐

古的に物語 るとい う「時代後れの形式」 にギ ャスケル

が執着 していることについてカ ミュは,次の ように書

いている。

But this clinging to old fonttLS Can also betray a re―

luctance to abandon the discourses of a tilne when

women had a real place in society。 ' . . .the choice of

using these discourses as well as the way they con―

tradict other aspccts of the narrative discourse― in
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particular its insistence on reasonable dialogue― ―be―

tray distract and even a feeling of malaise toward the

donlinance of a masculine type of discourse which

encloses women in a vision of the world which is

not theirs。 (Camus 178-9)

カミュによると,女性が語る形式には,女が社会に

おいて実質的な地位 を占めていた時代への愛惜であ

り,こ の物語形式が遠慮がちに しか使用 されないの

は,お そらく時代後れだという批判を懸念するからで

ある。女が実質的な地位を占めていたのがいつの時代

なのかカミュが述べていないのは,少なくともヴイク

トリア朝時代の女たちの潜在意識には,理性あるいは

合理的な思考ではなく,一時代まえの直感あるいは迷

信的なと呼んでもよい判断が通用するアルカイックな

時代あるいは社会が,「過去」ではなく「現在」とし

て存在しているからである。カミュはこの「時代後

れ」な物語形式 は社 会 に「父の流儀」 (“ paternal

way")と はちがった「母の流儀」 (“ maternd way")

が残存していることを読者に想起させる思慮深い方法

であり,女家長的な文化の構築あるいは再構築を希求

している点で,今 日のラデイカルなフェミニズムの最

初の種を蒔いたと考えてよいと批評している。

「モートン・ホール」には, 名門意識が理性をくく
｀

った批判としてではなく,女の語り手の深い実感によ

って,減亡や死を招来するものとして否定されてい

る。名門意識についてのこのような感情的な否定は,

男への隷従のもとで実質的には暮らしを取り仕切るな

文学。文化研究編 (2005年 3月 )

かで女たちが会得した生活の知恵かもしれない。ブリ

ジェットは家柄を尊重するいっぽうで,家柄に拘泥す

ることの危うさに気づいている。

女であり被害者であるアリスの怨念は痛恨きわまる

ものであったから,呪いの言葉は叶えられた。またマ

ーマデューク・カーの結婚も,ア リスにとつて幸福な

結末である。カミュの見解に従えば,彼女の怨念は語

り継がれるうちに,女たちの生活感に組み込まれてい

くと考えてよい。これは,常に加害者の立場にいる男

に関わりのないことである。富豪の家系を歴史的に追

う物語は滅亡で終わるという定型に,「モー トン・ホ

ール」は今まで述べてきた意味ですっぽりと収まりき

らない。土壇場で家族づくりの役を果たすのは女であ

る。
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